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一
、
は
じ
め
に

　

浄
土
宗
の
宗
祖
で
あ
る
法
然
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
省
略
す
る
）
は
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
頃
、
前
関
白
九
条
兼
実
の
要
請
に
応
じ

て
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
、『
選
択
集
』
と
記
す
）
を
撰
述
し
、
弥
陀
・
釈
迦
・
諸
仏
が
三
仏
同
心
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
基
づ
く

称
名
念
仏
を
往
生
行
と
し
て
選
択
し
て
い
る
旨
に
つ
い
て
主
張
し
た
が
、京
都
市
上
京
区
に
あ
る
天
台
円
浄
宗
の
寺
院
、廬
山
寺
に
は
『
選

択
集
』
の
草
稿
本
と
見
做
さ
れ
て
い
る
古
鈔
本
（
以
下
、「
廬
山
寺
本
」
と
記
す
）
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
「
廬
山
寺
本
」
は
草
稿
本
で
あ
る
が
故
に
現
存
す
る
他
の
『
選
択
集
』
諸
本
に
は
確
認
さ
れ
な
い
文
字
や
文
章
、
記
号
、
訂
正
の
痕
跡

を
多
数
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
書
誌
学
、
更
に
は
国
語
学
、
言
語
学
、
文
献
学
、
仏
教
学
、
宗
学
等
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
学
問

領
域
か
ら
多
角
的
、
且
つ
総
合
的
に
「
廬
山
寺
本
」
の
実
態
を
解
明
せ
ん
と
す
る
論
考
が
先
学
達
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

（
１
）

。

　

例
え
ば
、
現
状
の
「
二
八
丁
オ
～
二
八
丁
ウ
」
に
記
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
成
就
に
関
す
る
問
答

（
２
）

、
並
び
に
「
八
六
丁
ウ
～

八
九
丁
オ
」
に
存
在
す
る
『
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
示
順
序
を
議
論
し
た
問
答

（
３
）

は
全
て
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
研
究
の
対
象
と
な
る
機
会
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

一

廬
山
寺
蔵『
選
択
集
』第
十
五
章
段
に
お
け
る『
観
念
法
門
』の
引
文
を
め
ぐ
っ
て

―
― 

最
後
の
一
文
が
削
除
さ
れ
た
理
由
を
中
心
に 

―
―

春

本

龍

彬
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そ
し
て
「
廬
山
寺
本
」
研
究
の
現
状
を
鑑
み
た
場
合
、
上
述
し
た
よ
う
な
問
答
の
成
立
過
程
に
加
え
、
そ
れ
ら
の
問
答
が
消
去
さ
れ
た

事
情
等
に
纏
わ
る
諸
問
題
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
そ
の
実
態
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
管
見
の
限
り
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
に
お
け
る
『
観
念
法
門
』
の
引
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も
他
の
『
選
択
集
』

諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
（
４
）

と
い
う
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
そ
の
一
文
が
鉤
に
よ
っ
て

見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の

（
５
）

、単
に
そ
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る
程
度
に
留
ま
り
、全
く
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
を
取
り
上
げ
、
何
故
「
此

レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
の
一
文
ま
で
当
初
は
引
用
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、最
終
的
に
は
不
要
と
判
断
し
て
削
除
し
た
の
か
、

文
章
が
削
除
さ
れ
た
理
由
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
推
敲
跡
の
確
認

１
、
原
本
の
状
態

　

考
察
に
先
立
ち
、
本
節
で
は
先
ず
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
確
認

し
て
行
き
た
い
。

　
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
は
篇
目
に
「
六
方
ノ

諸
仏
護
二
念
シ
タ
マ
ウ

念
仏
ノ

行
者
ヲ一

文
（
６
）

」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
六
方
の
諸
仏
が
念

仏
の
行
者
を
護
念
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
章
段
で
あ
る
。
引
文
と
し
て
①
善
導
の
『
観
念
法
門
』、
並
び
に
②

善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
私
釈
段
で
は
問
答
体
に
よ
っ
て
六
方
の
諸
仏
以
外
に
も
阿
弥
陀
仏
や
観
世
音
菩
薩
、
勢
至

菩
薩
と
い
っ
た
二
十
五
菩
薩
、
更
に
は
四
天
王
、
八
部
衆
ま
で
も
が
念
仏
の
行
者
を
護
念
し
て
く
だ
さ
る
旨
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

二
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本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
上
述
し
た
内
の
①
の
箇
所
で
あ
り
、
第
十
五
章
段
の
典
拠
と
し
て
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
の

中
、
護
念
増
上
縁
の
第
五
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
今
、
原
本
の
様
子
を
確
か
め
る
た
め
に
現
状
の
「
九
六
丁
ウ
・
九
七

丁
オ
」
の
影
印
資
料
、
及
び
翻
刻
資
料
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三

 【
翻
刻
資
料

（
８
）

】

【
影
印
資
料

（
７
）

】

「
九
六
丁
ウ
・
九
七
丁
オ
」
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四

　

上
掲
し
た
資
料
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、「
九
七
丁
オ
四
行
目
」
に
は
確
か
に
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
行
頭
に
は
鉤
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
最
終
的
に
は
そ
の
一
文
が
見
せ
消
ち
さ
れ
た
と
判
断
し

て
良
い
で
あ
ろ
う
。

２
、
削
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

で
は
何
時
「
九
七
丁
オ
四
行
目
」
の
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
と
い
う
一
文
が
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

削
除
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
以
下
の
四
パ
タ
ー
ン
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ⅰ
執
筆
の
最
中
に
そ
の
場
で
削
除
さ
れ
た
。

ⅱ
執
筆
が
少
し
進
ん
だ
段
階
で
削
除
さ
れ
た
。

ⅲ
本
文
を
執
筆
し
た
後
に
点
検
す
る
中
で
削
除
さ
れ
た
。

ⅳ
後
世
に
他
本
と
対
校
し
て
削
除
さ
れ
た
。

　

こ
の
中
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
筆
者
は
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
の
一
文
が
削
除
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は

ⅰ
～
ⅲ
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば

（一）
「
廬
山
寺
本
」
に
は
対
校
を
行
っ
た
旨
の
奥
書
（
例
え
ば
「
一
交
了
」
等

（
９
）

）
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず（

（1
（

、
更
に

（二）
本
文
中
の

ど
こ
を
探
し
て
も
異
本
註
記
（
例
え
ば
「
イ
」
等（

（1
（

）
が
一
切
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

も
し
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
事
跡
が
ⅳ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
施
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
後
世
に
他
本
と
対
校
し
た
際
に
筆
記

さ
れ
た
鉤
で
あ
る
な
ら
ば

（一）
、
も
し
く
は

（二）
の
よ
う
な
痕
跡
が
「
廬
山
寺
本
」
に
確
認
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。
更

に
言
え
ば
、「
廬
山
寺
本
」
自
体
に
そ
の
よ
う
な
痕
跡
が
遺
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
浄
土
宗
の
根
本
聖
典
で
あ
る
『
選
択
集
』
と
い

う
書
物
の
性
格
を
鑑
み
た
場
合
、他
の
書
物
や
他
の
人
師
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
目
録
等
に
何
ら
か
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
そ
う
だ
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
せ
ず
に
い
る
。
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五

　

し
た
が
っ
て
、
削
除
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
具
体
的
に
ⅰ
～
ⅲ
の
ど
の
時
点
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
の

検
討
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
鉤
の
書
き
込
み
は
「
廬
山
寺
本
」
撰
述
時
に
施
さ
れ
た
も
の
と
見
做
し
て
大
方

問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
執
筆
役
を
務
め
て
い
た
上
足
の
弟
子
達
（
遵
西
・
感
西
・
証
空（

（1
（

）
が
師
法
然
畢
生
の
書
へ
自
ら
の
意
志
で
手
を
加
え
る
よ
う

な
非
行
に
走
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
鉤
の
見
せ
消
ち
は
法
然
の
指
示
に
よ
る
、
法
然
の
意
志
が
介
在
し
た
推
敲
跡

と
判
断
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、「
廬
山
寺
本
」
に
は
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
な
一
次
的
な
推
敲
跡
だ
け
で
は
な
く
、
段
階
を
経
て
二
次
的
に
施
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
書
き
込
み
が
幾
つ
か
存
在
し
て
い
る
。

　

二
次
的
な
書
き
込
み
と
見
ら
れ
る
代
表
的
な
事
例
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
「
一
五
丁
ウ（

（1
（

」

　

見
せ
消
ち
符
号
を
用
い
て
文
字
を
消
去
し
た
後
、
更
に
縦
線
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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○
「
七
三
丁
ウ（

（1
（

」

　

斜
線
を
記
し
て
文
章
を
若
干
訂
正
し
た
後
、
更
に
縦
線
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

○
「
二
五
丁
ウ((1

(

」

　

斜
線
を
記
し
て
文
字
を
訂
正
し
た
後
、
更
に
鉤
に
よ
っ
て
訂
正
後
の
文
字
を
消
去
し
、
続
い
て
元
の
文
字
を
再
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。

六

○
「
八
五
丁
ウ（

（1
（

」

　

鉤
に
よ
っ
て
文
字
を
消
去
し
た
後
、
更
に
縦
線
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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七

○
「
八
五
丁
ウ（

（1
（

」

　

鉤
に
よ
っ
て
文
字
を
消
去
し
た
後
、
更
に
縦
線
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

二
次
的
な
書
き
込
み
が
施
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
訓
点
の
付
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
等
と
合
わ
せ
て
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

　

と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
し
て
も
先
行
す
る
法
然
遺
文
と
の
関
係
性
や
他
の
『
選
択
集
』
諸
本
と
比
較
し
て
草
稿
本
と
比
定
さ
れ
る
「
廬

山
寺
本
」
自
体
に
、
後
世
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
し
示
す
確
固
た
る
証
拠
が
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
ら
の
書
き
込
み
が
施
さ
れ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
も
ま
た
ⅰ
～
ⅲ
の
範
囲
に
収
束
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
廬
山
寺
本
」
の
推
敲
は
あ
る
一
定
の
期
間
行
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る（

（1
（

。「
廬
山
寺
本
」
の
本
文
に
二
次
的
な
書
き
込
み
が
確
認
さ

れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
ら
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
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八

三
、
先
行
研
究
の
整
理

　

１
、
第
十
五
章
段
の
成
立
問
題

　

こ
こ
で
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す
る
前
に
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
成
立

問
題
や
法
然
に
よ
る
『
観
念
法
門
』
の
受
容
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
先
学
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
の
か
概
観
し
て
お
き

た
い（

（1
（

。

　

初
め
に
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
成
立
問
題
を
最
も
詳
細
に
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
兼
岩
和
広
氏
に
よ
る
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る（

（2
（

。

「
浄
土
宗
的
選
択
集
観（

（2
（

」
か
ら
第
十
五
章
段
だ
け
で
は
な
く
、『
選
択
集
』
全
体
の
内
容
を
包
括
的
に
解
説
す
る
書
と
し
て
石
井
教
道
氏
の

著
作
が
あ
る
が（

（2
（

、
と
り
わ
け
「
廬
山
寺
本
」
関
連
の
こ
と
と
な
る
と
兼
岩
氏
の
考
究
が
必
ず
参
照
す
べ
き
論
説
と
な
る
。

　

兼
岩
氏
は
第
十
五
章
段
の
成
立
問
題
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。

『
選
択
集
』
第
十
五
章
の
内
容
が
そ
の
成
立
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
他
の
法
然
遺
文
を
元
に
作
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
…
〔
第
十
五
章
は
、〕『
選
択
集
』
の
成
立
時
に
作
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
と
し
て
も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

以
上
の
兼
岩
氏
の
言
及
は
「
廬
山
寺
本
」
よ
り
時
代
的
に
先
行
す
る
法
然
遺
文
と
「
廬
山
寺
本
」
の
内
容
を
他
の
章
段
ま
で
含
め
、
徹

底
的
に
比
較
し
た
結
果
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
鵠
を
射
た
意
見
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

更
に
、
兼
岩
氏
は
第
十
五
章
段
で
度
々
引
用
さ
れ
る
『
観
念
法
門
』
の
説
示
よ
り
、
む
し
ろ
同
章
段
の
成
立
に
『
往
生
礼
讃
』
の
記
述

が
深
く
関
与
し
た
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

２
、『
観
念
法
門
』
の
受
容

　

次
に
、
法
然
に
よ
る
『
観
念
法
門
』
の
受
容
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
論
考
と
し
て
、
第
一
に
深
貝
慈
孝
氏
の
研
究
が
指
摘
出
来
る（

（2
（

。

　

深
貝
氏
は
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
が
『
選
択
集
』
第
十
五
章
段
で
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
法
然
の
現
世
利
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益
観
へ
焦
点
を
当
て
て
熟
考
し
て
い
る
。

　

深
貝
氏
に
よ
る
と
、
第
十
五
章
段
に
法
然
の
私
釈
が
皆
無
に
等
し
い
理
由
は
、
法
然
が
「
念
仏
の
現
世
利
益
の
例
証
を
全
面
的
に
善
導

大
師
に
よ
ら
れ
た（

（2
（

」
か
ら
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
祈
祷
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
現
世
の
祈
り
の
是
認
に
つ
い
て
は
、
善
導

が
基
本
的
に
触
れ
な
い
態
度
を
取
っ
た
一
方
で
、
法
然
は
世
間
の
習
わ
し
に
従
っ
て
あ
る
程
度
認
め
る
立
場
を
取
っ
た
た
め
、
両
者
の
ス

タ
ン
ス
は
一
線
を
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
同
様
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
藤
堂
恭
俊
氏
・
永
井
隆
正
氏
・
明
石
和
成
氏
に
よ
る
共
同
研
究
が
存
在
し
て
い
る（

（2
（

。

　

藤
堂
氏
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
研
究
は
、現
存
す
る
法
然
遺
文
の
中
で『
観
念
法
門
』が
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
を
抽
出
し
、『
観
念
法
門
』

の
内
容
に
準
じ
て
列
挙
し
て
い
く
と
い
う
非
常
に
作
業
的
な
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
抽
出
さ
れ
た
文
献
に
お
い
て
、『
観
念
法
門
』

の
説
示
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
適
宜
コ
メ
ン
タ
リ
ー
を
付
し
て
い
る
も
の
の
、
紙
面
の
都
合
上
か
ら
か
詳
細
な
記
述
は
避

け
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
次
節
に
お
い
て
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
際
に
、
極
め
て
有
益
な
情
報
が

藤
堂
氏
等
の
研
究
に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
点
を
示
し
て
お
く
。

　

・
こ
の
文
〔
、
つ
ま
り
護
念
増
上
縁
の
第
二
の
文
〕
は
『
選
択
集
』
第
十
五
章
私
釈
段
（〔『
昭
法
全
』〕
三
四
六
頁
）
に
、「
此
亦
是
現

生
護
念
増
上
縁
」
の
十
字
を
除
い
て
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

・『
選
択
集
』
第
十
五
章
私
釈
段
中
に

〔13〕
と
し
て
掲
げ
た
全
文
、〔
つ
ま
り
護
念
増
上
縁
の
第
六
の
文
が
確
認
さ
れ
る
。〕
た
だ
し
〔
、

そ
こ
で
は
〕「
此
亦
是
現
生
護
念
増
上
縁
」
の
十
字
を
除
い
た
文
（〔『
昭
法
全
』〕
三
四
六
頁
）
を
引
用
し
て
い
る（

（2
（

。

　

・『
選
択
集
』
第
十
五
章
私
釈
段
中
に
、

〔14〕
に
掲
げ
た
文
中
〔
、
つ
ま
り
護
念
増
上
縁
の
第
九
の
文
の
内
、〕「
長
命
安
楽
」
以
下
の

三
十
五
字
を
除
い
た
全
文
（〔『
昭
法
全
』〕
三
四
六
頁
）
を
引
用
し
て
い
る（

（2
（

。

　

・
こ
の
文
〔
、
つ
ま
り
摂
生
増
上
縁
の
第
一
の
文
〕
は
『
選
択
集
』
第
三
章
に
、
第
十
八
願
文
に
続
い
て
「
若
我
成
仏
」
以
下
「
不
取

正
覚
」
ま
で
の
文
を
引
用
（〔『
昭
法
全
』〕
三
一
七
頁
）
し
て
い
る（

（3
（

。
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・〔
こ
の
文
、
つ
ま
り
摂
生
増
上
縁
の
第
三
の
文
は
〕『
選
択
集
』
第
四
章
私
釈
段
の
第
一
問
に
、
…
「
自
来
迎
接
尽
得
往
生
」
ま
で
の

全
文
を
引
用
（〔『
昭
法
全
』〕
三
二
二
頁
）
し
て
い
る（

（3
（

。

　

・〔
こ
の
文
、
つ
ま
り
証
生
増
上
縁
の
第
七
の
文
は
〕『
選
択
集
』
第
十
四
章
に
お
い
て
、
…
「
此
亦
是
証
生
増
上
縁
」
と
い
う
八
字
を

除
い
た
全
文
を
引
用
（〔『
昭
法
全
』〕
三
四
四
―
三
四
五
頁
）
し
て
い
る（

（3
（

。

四
、
推
敲
跡
を
通
じ
た
一
考
察

１
、「
護
念
」
に
関
す
る
説
示
の
変
化
―
最
後
の
一
文
ま
で
引
用
さ
れ
た
背
景
―

　

さ
て
、
本
節
で
は
上
述
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

既
に
第
二
節
で
整
理
し
た
よ
う
に
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
に
は
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
と
い
う
一
文
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
文
は
推
敲
を
行
う
中
で
最
終
的
に
法
然
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
何
故
そ
も
そ
も
消
去
す
る
よ
う
な
一

文
を
含
ん
だ
状
態
で
『
観
念
法
門
』
の
一
節
が
当
初
は
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
考
し
た
時
、
法
然
が
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
撰
述
時
に
初
め
て
『
観
念
法
門
』
の
一
節
を
使
用
し
た
た

め
、
執
筆
役
で
あ
っ
た
証
空
が
手
控
え
に
は
な
い
一
節
を
原
典
か
ら
直
接
引
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
ひ
と
ま
ず
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念

増
上
縁
ナ
リ

」
の
部
分
ま
で
含
め
て
引
用
し
た
当
時
の
状
況
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

教
義
書
と
呼
ば
れ
、
且
つ
「
廬
山
寺
本
」
よ
り
時
代
的
に
先
行
す
る
法
然
遺
文
の
中
に
は
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
で
あ
る
「
護
念
」
に
関
し
て
触
れ
て
い
る
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
散
見
さ
れ
る（

（3
（

。

一
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○
寛
永
九
年
版
『
観
無
量
寿
経
釈
』

七
ニ

化
仏
多
少
ト

者
、
是
レ

円
光
ノ

中
ノ

化
仏
ナ
リ

也
。
…
経
ニ

云
ク

、
於
二
円
光
ノ

中
ニ一

、
有
二
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
ノ

化
仏
一
。｛
云
云
｝。

随
テ二

円
光
ノ

大
小
ニ一

、
仏
ニ

有
二
多
少
一
。｛
云
云
｝。
随
逐
護
念
、
皆
ナ

化
仏
ナ
リ

也（
（3
（

。

○
寛
永
九
年
版
『
観
無
量
寿
経
釈
』

二
ニ

第
十
二
観
ノ

無
量
寿
仏
化
身
無
数
ト

、
与
二
観
世
音
大
勢
至
ト一

、
常
ニ

来
二
至
此
ノ

行
人
之
所
ニ一

。｛
云
云
｝。
善
導
釈
テ

云
ク

、
若
シ

称
礼

念
二
阿
弥
陀
仏
一
、
往
二
生
彼
国
一
者
、
彼
ノ

仏
即
チ

遣
シ二
テ

無
数
ノ

化
仏
無
数
ノ

化
観
世
音
化
大
勢
至
菩
薩
一
、
護
二
念
ス

行
者
ヲ一

。
復
タ

与
二

前
キ
ノ

二
十
五
菩
薩
等
ト一

、百
重
千
重
囲
二
遶
シ
テ

行
者
ヲ一

、
不
レ
問
二
行
住
坐
臥
一
切
ノ

時
処
ヲ一

、
若
ハ

昼
若
ハ

夜
、
常
ニ

不
レ
離
レ二
タ
マ
ワ

行
者
ヲ一

。

今
既
ニ

有
リ二

斯
ノ

勝
益
一
、
可
レ
憑
。｛
云
云
｝。
願
ク
ハ

諸
ノ

行
者
、
各
ノ

須
ク二

至
心
ニ

求
ム一

レ
往
カ
ン
コ
ト
ヲ

。｛
云
云（

（3
（

｝。

○
寛
永
九
年
版
『
阿
弥
陀
経
釈
』

三
ニ

示
現
当
利
益
勧
ト

者
、
分
テ

為
レ

二
ト

。
一
ニ
ハ

約
二

仏
名
ニ一

、
二
ニ
ハ

約
シ二
テ

往
生
一

発
スレ
ニ

願
ヲ

挙
テ二

三
ノ

益
ヲ一

勧
ム

。
一
ニ

約
二

仏
名
ニ一

者
、

経
ニ

云
ク

、
若
シ

有
テ二

善
男
子
善
女
人
一
、
聞
ク二

是
ノ

諸
仏
名
及
ビ

経
名
ヲ一

者
ノ
ハ

、
是
ノ

諸
ノ

善
男
子
善
女
人
、
皆
ナ

為
メ二
ニ

一
切
諸
仏
ノ一

、
共
ニ

所
二
護
念
セ一

、
皆
ナ

得
レ
不
レ
退
二
転
於
阿
耨
菩
提
ニ一

。
…
付
二
此
ノ

文
ニ一

、
有
レ
二
。
一
ニ

者
ハ

仏
名
、
二
ニ

者
ハ

経
名
。
初
ニ

仏
名
ト

者
、
東
方

阿
閦
仏
、
南
方
日
月
灯
仏
、
乃
至
上
方
梵
音
仏
名
也
。
聞
ク二
モ
ノ
ハ

此
方
ノ

六
方
諸
仏
ノ

名
ヲ一

、
各
ノ

得
二
護
念
不
退
ノ

益
ヲ一

也
。
護
念
ト

者

聞
二
彼
ノ

諸
仏
ノ

名
ヲ一

人
ト

、
即
チ

得
二
諸
仏
護
念
之
益
ヲ一

也
。｛
云
云
｝。
不
退
転
。｛
云
云
｝。
此
レ

即
チ

現
身
ノ

利
益
ナ
リ

也
。
得
菩
提
ト

者
、

非
レ
得
ル二
ニ

護
念
不
退
ヲ一

、
当
ニレ

得
二
大
菩
提
ヲ一

也
。
…
二
ニ

経
名
ト

者
、
即
チ

此
ノ

経
阿
弥
陀
経
ノ

名
也
。
三
益
ト

者
、
聞
ク二
ニ

此
ノ

経
名
ヲ一

、
如
レ

聞
ク二
カ

仏
名
ヲ一

有
二
三
ノ

益
一
。
三
益
ト

者
、
一
ニ
ハ

護
念
、
二
ニ
ハ

不
退
、
三
ニ
ハ

得
菩
提
ナ
リ

。
初
ニ

護
念
ト

者
、
依
テ二

此
ノ

経
名
ニ一

、六
方
恒
沙
ノ

諸
仏
各
ノ

護
二
念
ス

之
ヲ一

。｛
云
云
｝。
…
依
テレ

之
ニ

思
ウレ
ニ

之
ヲ

、
聞
ク二
コ
ト

阿
弥
陀
経
ノ

名
ヲ一

、
誠
ニ

非
ス二

小
縁
ニ一

。｛
云
云
｝。
次
ニ

恵
心
問
テ

曰
ク

、

此
ノ

経
ニ
ハ

説
ク二

阿
弥
陀
ノ

功
徳
一
之
外
無
二
別
体
一
。
今
ノ

文
何
カ

故
ソ

別
テ

讃
ル二
ヤ

経
名
ヲ一

。答
テ

曰
ク

、此
ノ

義
不
レ
然
ラ

。仏
ト

与
レ
法
已
ニ

別
ナ
リ

也
。

一
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故
ニ

各
ノ

有
二
利
益
一
。
所
以
ニ

仏
ト

者
阿
弥
陀
仏
也
。
法
ト

者
阿
弥
陀
経
ノ

名
ナ
リ

也
。
阿
弥
陀
仏
ト

者
人
也
。
阿
弥
陀
経
ト

者
法
也
。
人
法

各
別
也
。
故
ニ

各
ノ

有
二
利
益
一
也
。｛
云
云
｝。
次
ニ

出
二
人
法
各
別
ノ

例
ヲ一

。｛
云
云
｝。
略
記
ニ

云
ク

、
如
二
下
品
上
生
ノ一

者
、
寿
終
之
時
キ

、

聞
テ二

諸
経
ノ

名
ヲ一

除
二
千
劫
ノ

罪
ヲ一

、
称
ス二
ル

仏
名
ヲ一

故
ニ

除
ク二

五
十
億
劫
ノ

罪
ヲ一

、
又
タ

大
論
ノ

第
九
ニ

云
ク

、
有
二
一
リ
ノ

比
丘
一
、
誦
二
阿
弥
陀
経

及
ビ

摩
訶
般
若
ヲ一

。
是
ノ

人
欲
レ
死
時
、
語
テ二

弟
子
ニ一

言
ク

、
阿
弥
陀
仏
ト

、
与
二
彼
ノ

大
衆
ト一

倶
ニ

来
リ
タ
マ
ウ

。
即
時
ニ

動
カレ
シ

身
ヲ

自
ラ

帰
ス

。
須

臾
ニ

命
終
シ
テ

積
テレ

薪
ヲ

焼
クレ

之
ヲ

。
見
ルレ
ニ

舌
ヲ

不
レ
焼
ケ

。｛
云
云
｝。
明
ニ

知
ヌ

、
各
ノ

有
二
利
益
一
。｛
云
云
｝。
二
ニ

挙
二
発
願
ノ

利
益
一
勧
二
往

生
ト一

者
ハ

、
付
テ二

利
益
ニ一

、
有
リレ

三
。
一
ニ
ハ

不
退
、
二
ニ
ハ

往
生
、
三
ニ
ハ

菩
提
ナ
リ

。
此
ノ

中
ニ

略
二
護
念
ヲ一

。｛
云
云（

（3
（

｝。

○
「
善
本
」
古
本
『
漢
語
灯
録
』
所
収
『
逆
修
説
法
』
第
一
七
日

其
来
迎
引
接
願
者
、
即
此
ノ

四
十
八
願
中
ノ

第
十
九
願
也
。
人
師
釈
スレ
ル
ニ

之
有
リ二

多
義
一
。
先
為
二
臨
終
正
念
ノ一

来
迎
エ
リ

。
所
謂
ル

疾
苦

逼
テレ

身
ヲ一

将
欲
レ
死
ン
ト

之
時
、
必
ス

起
ナ二
リ

境
界
自
体
当
生
ノ

三
種
ノ

愛
心
一
也
。
而
ニ

阿
弥
陀
如
来
放
テ二

大
光
明
ヲ一

現
タ二
マ
ウ

行
者
ノ

前
ニ一

時
、

未
曽
有
ノ

事
ナ
ル

故
ニ

帰
敬
ノ

心
ノ

外
ニ
ハ

無
シ二

他
念
一
。而
レ
ハ

亡
シ二
テ

三
種
愛
心
ヲ一

更
ニ

無
シレ

起
一
。且
ハ

又
仏
、
近
タ二
マ
イ
テ

行
者
ニ一

加
持
護
念
タ
マ
ウ
カ

故
也
。
称
讃
浄
土
経
ニ
ハ

説
キ下

慈
悲
加
祐
シ

令
メ二
テ

心
ヲ
シ
テ

不
ラ一

レ
乱
レ

既
ニ

捨
テレ

命
ヲ

已
テ

、即
得
テ二

往
生
ヲ一

住
ス中
ト

不
退
転
ニ上

、
阿
弥
陀
経
ニ
ハ

説
ケ下

リ
阿
弥
陀
仏
与
二
諸
ノ

聖
衆
ト一

現
ニ

在
ス二

其
前
ニ一

、
是
ノ

人
終

心
不
二
顛
倒
一
、
即
得
レ
往
中
生
コ
ト
ヲ

阿
弥
陀
仏
ノ

極
楽
国
土
ニ上

。
令
心
不
乱
ト

与
ト二
ハ

心
不
顛
倒
一
、
即
令
ルレ
ノ

住
二
正
念
ニ一

之
義
也
。
然
者
非
二
臨
終
正
念
ナ
ル
カ

故
ニ

来
迎
シ一
タ
マ
ウ
ニ
ハ

、
々
タ々
マ
ウ
カ

故
臨
終
正
念
ナ
リ
ト
イ
ウ

之

義
明
也
。
…
此
ノ

為
二
臨
終
正
念
ノ一

来
迎
ス
ト

云
ノ

義
ハ

、
静
慮
院
ノ

静
照
法
橋
ノ

釈
也（

（3
（

。

○
「
善
本
」
古
本
『
漢
語
灯
録
』
所
収
『
逆
修
説
法
』
第
一
七
日

次
ニ

阿
弥
陀
経
者
、
初
ニ

説
二
極
楽
世
界
ノ

依
正
二
報
ヲ一

、
次
ニ

説
キ下

修
シ二
テ

一
日
七
日
ノ

念
仏
ヲ一

之
往
生
ス上
ル
コ
ト
ヲ

、
後
ニ

説
ケ下
リ

六
方
ノ

諸
仏

於
テ二

念
仏
ノ

一
行
ニ一

、
証
拠
護
念
シ
タ
マ
ウ

之
旨

（
（3
（

ヲ上
。

　

一
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た
だ
し
、そ
の
典
拠
に
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
の
一
節
が
据
え
ら
れ
る
こ
と
は
一
切
な
く
、こ
こ
で
は
『
観

無
量
寿
経（

（3
（

』
や
『
往
生
礼
讃（

（4
（

』（
後
に
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
私
釈
段（

（4
（

で
引
用
）、『
阿
弥
陀
経（

（4
（

』、『
阿
弥
陀
経
略
記（

（4
（

』、『
称
讃
浄
土
経（

（4
（

』、

『
四
十
八
願
釈（

（4
（

』
と
い
っ
た
各
経
論
が
適
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
法
然
が
新
た
に
『
観
念
法
門
』
の
一
節
を
使
用
し
た
と
い
う
出
来
事
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
原

典
か
ら
の
引
用
と
い
う
作
業
が
相
俟
っ
て
、
証
空
が
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
と
い
う
一
文
ま
で
引
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た

当
時
の
事
情
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
に
は
他
の
『
選
択
集
』
諸
本
に
は
見
ら

れ
な
い
一
文
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

２
、
文
章
削
除
の
理
由

　

証
空
の
判
断
等
も
あ
り
、
当
初
は
『
観
念
法
門
』
の
一
節
が
最
後
の
一
文
ま
で
し
っ
か
り
と
引
用
さ
れ
て
い
た
訳
だ
が
、
で
は
何
故
、

法
然
は
最
終
的
に
そ
の
一
文
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
下
、
便
宜
上
二
つ
の
項
に
分
け
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

ａ
、
一
貫
性
の
保
持

　

先
行
研
究
に
お
い
て
少
な
か
ら
ず
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り（

（4
（

、
法
然
は
「
廬
山
寺
本
」
に
お
い
て
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
を
用

い
る
際
、
基
本
的
に
末
尾
の
「
…
増
上
縁
」
と
い
う
文
章
を
避
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
廬
山
寺
本
」
第
三
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
で
は
次
の
よ
う
に
、「
此
レ

即
チ

是
レ

願
往
生
ノ

行
人
、
命
欲
スレ
ル

終
ン
ト

時
、
願

力
摂
シ
テ

得
シ二
ム

往
生
ヲ一

。
故
ニ

名
ク二

摂
生
増
上
縁

（
（4
（

ト一
。」
の
部
分
が
予
め
除
か
れ
て
い
る
。

一
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更
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
左
記
の
通
り
、「
廬
山
寺
本
」
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。

○
第
四
章
私
釈
段
中
の
引
文

○
第
三
章
段
の
引
文

一
四

『
観
念
法
門（

（4
（

』

「
廬
山
寺
本（

（4
（

」

即
如
無
量
寿
経
四
十
八
願
中
説
仏
言

観
念
法
門
引
上
文
云

若
我
成
仏
十
方
衆
生
願
生
我
国
称
我
名
字
下
至
十
声
乗
我
願
力
若

不
生
者
不
取
正
覚

若
我
成
仏
十
方
衆
生
願
生
我
国
称
我
名
字
下
至
十
声
乗
我
願
力
若

不
生
者
不
取
正
覚

此
即
是
願
往
生
行
人
命
欲
終
時
願
力
摂
得
往
生
故
名
摂
生
増
上
縁

『
観
念
法
門（

（5
（

』

「
廬
山
寺
本（

（5
（

」

善
導
和
尚
観
念
法
門
云

又
此
経
下
巻
初
云
仏
説
一
切
衆
生
根
性
不
同
有
上
中
下
随
其
根
性

仏
皆
勧
専
念
無
量
寿
仏
名
其
人
命
欲
終
時
仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
尽

得
往
生

又
此
経
下
巻
初
云
仏
説
一
切
衆
生
根
性
不
同
有
上
中
下
随
其
根
性

仏
皆
勧
専
念
無
量
寿
仏
名
其
人
命
欲
終
時
仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
尽

得
往
生

此
亦
是
摂
生
増
上
縁
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一
五

○
第
七
章
段
の
引
文

『
観
念
法
門（

（5
（

』

「
禿
庵
文
庫
本（

（5
（

」（
現
「
廬
山
寺
本
」
は
欠
丁（

（5
（

）

観
念
法
門
云

又
如
前
身
相
等
光
一
一
遍
照
十
方
世
界
但
有
専
念
阿
弥
陀
仏
衆
生

彼
仏
心
光
常
照
是
人
摂
護
不
捨
総
不
論
照
摂
余
雑
業
行
者

又
如
前
身
相
等
光
一
々
遍
照
十
方
世
界
但
有
専
念
阿
弥
陀
仏
衆
生

彼
仏
心
光
常
照
是
人
摂
護
不
捨
惣
不
論
照
摂
余
雑
業
行
者

此
亦
是
現
生
護
念
増
上
縁

○
第
十
四
章
段
の
引
文

『
観
念
法
門（

（5
（

』

「
廬
山
寺
本（

（5
（

」

善
導
観
念
法
門
云

又
如
弥
陀
経
云
六
方
各
有
恒
河
沙
等
諸
仏
皆
舒
舌
遍
覆
三
千
世
界

説
誠
実
言
若
仏
在
世
若
仏
滅
後
一
切
造
罪
凡
夫
但
廻
心
念　

阿
弥

陀
仏
願
生
浄
土
上
尽
百
年
下
至
七
日
一
日
十
声
三
声
一
声
等
命
欲

終
時
仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
即
得
往
生
如
上
六
方
等
仏
舒
舌
定
為
凡

夫
作
証
罪
滅
得
生
若
不
依
此
証
得
生
者
六
方
諸
仏
舒
舌
一
出
口
已

後
終
不
還
入
口
自
然
壊
爛

又
如
弥
陀
経
云
六
方
各
有
恒
河
沙
等
諸
仏
皆
舒
舌
遍
覆
三
千
世
界

説
誠
実
言
若
仏
在
世
若
仏
滅
後
一
切
造
罪
凡
夫
但
廻
心
念
仏
阿
弥

陀
仏
願
生
浄
土
上
尽
百
年
下
至
七
日
一
日
十
声
三
声
一
声
等
命
欲

終
時
仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
即
得
往
生
如
上
六
方
等
仏
舒
舌
定
為
凡

夫
作
証
罪
滅
得
生
若
不
依
此
証
得
生
者
六
方
諸
仏
舒
舌
一
出
口
已

後
終
不
還
入
口
自
然
壊
爛

此
亦
是
証
生
増
上
縁
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○
第
十
五
章
私
釈
段
中
の
引
用
１

一
六

『
観
念
法
門（

（5
（

』

「
廬
山
寺
本（

（5
（

」

又
観
念
法
門
云

又
如
観
経
下
文
若
有
人
至
心
常
念
阿
弥
陀
仏
及
二
菩
薩
観
音
勢
至

常
与
行
人
作
勝
友
知
識
随
逐
影
護

又
如
観
経
下
文
若
有
人
至
心
常
念
阿
弥
陀
仏
及
二
菩
薩
観
音
勢
至

常
与
行
人
作
勝
友
知
識
随
逐
影
護

此
亦
是
現
生
護
念
増
上
縁

『
観
念
法
門（

（5
（

』

「
廬
山
寺
本（

（6
（

」

又
云

又
如
般
舟
三
昧
経
行
品
中
説
云
仏
告
跋
陀
和
若
有
人
七
日
七
夜
在

道
場
内
捨
諸
縁
事
除
去
睡
臥
一
心
専
念
阿
弥
陀
仏
真
金
色
身
或
一

日
三
日
七
日
或
二
七
日
五
六
七
七
日
或
至
百
日
或
尽
一
生
至
心
観

仏
及
口
称
心
念
者
仏
即
摂
受
既
蒙
摂
受
定
知
罪
滅
得
生
浄
土
仏
言

若
人
専
行
此
念
弥
陀
仏
三
昧
者
常
得
一
切
諸
天
及
四
天
大
王
龍
神

八
部
随
逐
影
護
愛
楽
相
見
永
無
諸
悪
鬼
神
災
障
厄
難
横
加
悩
乱
具

如
護
持
品
中
説

又
如
般
舟
三
昧
経
行
品
中
説
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
言

若
人
専
行
此
念
弥
陀
仏
三
昧
者
常
得
一
切
諸
天
及
四
天
大
王
龍
神

八
部
随
逐
影
護
愛
楽
相
見
永
無
諸
悪
鬼
神
災
鄣
厄
難
横
加
悩
乱
具

如
護
持
品
中
説

此
亦
是
現
生
護
念
増
上
縁

○
第
十
五
章
私
釈
段
中
の
引
用
２
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一
七

○
第
十
五
章
私
釈
段
中
の
引
用
３

『
観
念
法
門（

（6
（

』

「
廬
山
寺
本（

（6
（

」

又
云

除
入
三
昧
道
場
日
別
念
弥
陀
仏
一
万
畢
命
相
続
者
即
蒙
弥
陀
加
念

得
除
罪
障
又
蒙
仏
与
聖
衆
常
来
護
念
既
蒙
護
念
即
得
延
年
転
寿

除
入
三
昧
道
場
日
別
念
弥
陀
仏
一
万
畢
命
相
続
者
即
蒙
弥
陀
加
念

得
除
罪
障
又
蒙
仏
与
聖
衆
常
来
護
念
既
蒙
護
念
即
得
延
年
転
寿

長
命
安
楽
因
縁
一
一
具
如
譬
喩
経
惟
無
三
昧
経
浄
度
三
昧
経
等
説

此
亦
是
現
生
護
念
増
上
縁

　

上
記
の
整
理
か
ら
す
れ
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
の
引
用
方
法
が
い
か
に
特

異
的
で
あ
る
の
か
理
解
さ
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
法
然
は
他
の
引
用
箇
所
と
の
一
貫
性
を
保
持
す
る
た
め
、
最
終
的
に
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
と
い
う
一
文

を
意
図
的
に
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ｂ
、
語
義
概
念
の
明
確
化

　
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
の
一
文
が
五
種
増
上
縁
義
の
「
…
増
上
縁
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
以
上
、
そ
の
一

文
が
削
除
さ
れ
た
根
本
的
な
理
由
は
、「
廬
山
寺
本
」
撰
述
時
に
「
…
増
上
縁
」
と
い
う
文
章
が
忌
避
さ
れ
た
何
ら
か
の
事
情
と
軌
を
一

に
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
省
か
れ
た
文
章
に
共
通
し
て
存
在
す
る
「
増
上
縁
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

　

実
は
、「
廬
山
寺
本
」
内
に
お
い
て
こ
の
増
上
縁
の
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
第
七
章
段
の
引
文
『
観
経
疏
』
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の
中
に
二
箇
所
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
第
十
五
章
段
の
引
文
『
観
念
法
門
』
の
中
に
一
箇
所
の
計
三
箇
所
に
し
か
そ
の
用
例
を
見
出

せ
な
い（

（6
（

。

　

た
だ
し
、
最
後
の
一
箇
所
は
本
稿
第
二
節
で
整
理
し
た
よ
う
に
結
局
削
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
完
成
さ
れ
た
本
文
で
は
第
七
章
段
の
引

文
『
観
経
疏
』
の
中
に
登
場
す
る
次
の
二
箇
所
の
み
が
増
上
縁
の
語
句
を
使
用
し
た
例
と
認
め
ら
れ
よ
う（

（6
（

。

三
ニ

明
ス二

増
上
縁
ヲ一

。
衆
生
称
念
ス
レ
バ

即
除
ク二

多
劫
ノ

罪
ヲ一

。
命
欲
スレ
ル

終
ン
ト

時
、
仏
与
ニ二

聖
衆
ト一

自
ラ

来
テ

迎
接
シ
タ
マ
ウ

。
諸
邪
業
繫
、
無
シ二

能
ク

礙
ル

者
一
。
故
ニ

名
ク二

増
上
縁
ト一

也（
（6
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
加
味
す
れ
ば
、法
然
は
『
観
念
法
門
』
の
増
上
縁
の
概
念
で
は
な
く
、『
観
経
疏
』
の
そ
れ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
「
廬

山
寺
本
」
の
撰
述
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

で
は
、
法
然
が
念
頭
に
置
い
て
い
た
『
観
経
疏
』
所
説
の
増
上
縁
と
は
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、『
観
経
疏
』
で
は
光
明
に
関
し
て
述
べ
た
増
上
縁
釈
の
一
節
以
外
に
も
、

言
ハ二

弘
願
ト一

者
如
シ二

大
経
ニ

説
カ一

。
一
切
善
悪
ノ

凡
夫
、
得
ルレ
コ
ト
ハ

生
ス
ル
コ
ト
ヲ

者
莫
シレ

不
ト下
イ
ウ
コ
ト

皆
乗
シ二
テ

阿
弥
陀
仏
ノ

大
願
業
力
ニ一

為
中
増
上

縁
ト上

也（
（6
（

。

と
弘
願
に
つ
い
て
触
れ
る
中
で
、
本
願
力
と
同
時
に
増
上
縁
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、増
上
縁
釈
の
一
節
や
上
掲
し
た
一
節
か
ら
『
観
経
疏
』
所
説
の
増
上
縁
は
「
光
明
」
や
「
本
願
力
」
等
の
位
置
付
け
が
『
観

念
法
門
』
所
説
の
増
上
縁
と
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
と
見
て
取
れ
そ
う
で
あ
る
が（

（6
（

、
お
そ
ら
く
法
然
も
そ
の
よ
う
な
相
違
に
気
付
き
、
概

念
を
区
分
け
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
す
れ
ば
、
法
然
は
「
廬
山
寺
本
」
撰
述
時
に
お
い
て
増
上
縁
の
語
義
概
念
を
『
観
無
量
寿
経
』
の
第
九
真
身
観
に
説
か
れ
る
よ
う
な
光

明
摂
取
の
関
係
性
、
即
ち
「
凡
夫
が
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
称
え
さ
え
す
れ
ば
、
凡
夫
は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
罪
を
除

滅
す
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
本
願
力
に
乗
じ
る
こ
と
で
命
終
時
、
往
生
の
大
益
を
得
、
一
方
で
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
凡
夫
を
自
ら
が
成
就
し
た

本
願
に
基
づ
き
、
平
生
は
光
明
で
照
ら
し
、
或
い
は
臨
終
に
あ
た
り
来
迎
す
る
こ
と
で
摂
取
し
て
見
捨
て
な
い
」
と
い
う
凡
夫
と
阿
弥
陀
仏

一
八
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一
九

の
二
者
間
に
構
築
さ
れ
る
、
現
世
か
ら
来
世
へ
と
続
く
強
固
な
相
互
関
係
性
と
定
義
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（6
（

。

　

だ
か
ら
こ
そ
、『
観
念
法
門
』
の
「
…
増
上
縁
」
と
い
う
部
分
の
使
用
を
徹
底
的
に
退
け
、
或
い
は
そ
の
文
章
が
本
文
へ
記
さ
れ
て
い

た
場
合
、
語
義
概
念
に
齟
齬
が
生
じ
な
い
よ
う
文
章
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

　　

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
推
敲
跡
の
状
態
、並
び
に
先
行
研
究
を
確
認
し
た
上
で
、「
廬
山
寺
本
」第
十
五
章
段
の
引
文『
観
念
法
門
』を
め
ぐ
っ

て
筆
者
独
自
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
法
然
が
「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
撰
述
時
に
初
め
て
『
観
念
法
門
』
の
一
節
に
立
脚
し
、
諸
仏
や
諸
菩
薩
等
に
よ
る

念
仏
行
者
の
護
念
に
関
し
て
述
べ
た
事
実
を
明
ら
か
に
出
来
、
加
え
て
執
筆
役
で
あ
っ
た
証
空
が
法
然
よ
り
指
示
さ
れ
た
一
節
を
原
典
か

ら
直
接
引
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
意
味
内
容
に
従
っ
て
ひ
と
ま
ず
「
此
レ
ハ

是
レ

亦
現
生
護
念
増
上
縁
ナ
リ

」
と
い
う
一
文
ま
で
記
載
し
た
当

時
の
状
況
に
つ
い
て
論
及
し
得
た
と
考
え
る
。

　

更
に
、「
廬
山
寺
本
」
に
お
け
る
『
観
念
法
門
』
の
引
用
状
況
に
基
づ
き
、
文
章
を
削
除
し
た
理
由
が
一
貫
性
の
保
持
、
よ
り
正
確
に

は
語
義
概
念
の
明
確
化
へ
求
め
ら
れ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

尚
、本
稿
で
は
考
察
の
過
程
で
主
に
「
廬
山
寺
本
」
の
引
用
状
況
を
整
理
し
た
が
、「
廬
山
寺
本
」
以
外
の
幾
つ
か
の
法
然
遺
文
に
も
『
観

念
法
門
』
の
「
…
増
上
縁
」
の
文
章
を
意
図
的
に
カ
ッ
ト
す
る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
る（

（6
（

。

　

そ
の
た
め
、
も
し
か
し
た
ら
法
然
は
増
上
縁
を
説
示
す
る
際
、
生
涯
を
通
じ
て
善
導
著
「
四
部
八
巻
」
の
書
物
の
内
、
増
上
縁
に
つ
い

て
最
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
『
観
念
法
門
』
の
「
増
上
縁
」
の
用
語
を
基
本
的
に
用
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る（

（7
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
廬
山
寺
本
」
の
推
敲
跡
は
非
常
に
数
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き
探
究
し
て
行
き
た
い
。 
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註
（1）
藤
堂
恭
俊「
廬
山
寺
蔵
古
鈔
本
選
択
集
の
諸
問
題
」（『
佛
教
大
学
研
究
紀
要
』六
三
、一
～
三
七
頁
、一
九
七
九
）、並
び
に
兼
岩
和
広「
廬

山
寺
蔵
『
選
択
集
』
第
八
章
に
お
け
る
『
観
経
疏
』
の
引
文
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』
四
二
、五
二
～
五
七
頁
、
一
九
九
八
）、
林

田
康
順
「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
に
お
け
る
偏
依
善
導
一
師
を
め
ぐ
る
推
敲
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
〇
、三
四
～
五
九
頁
、

二
〇
〇
一
）、
柴
田
泰
山
「
法
然
遺
文
中
に
お
け
る
寿
観
二
経
説
示
前
後
論
に
つ
い
て
」（『
廣
川
堯
敏
教
授
古
稀
記
念
論
集　

浄
土

教
と
仏
教
』
一
九
九
～
二
三
〇
頁
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
四
）
等
参
照
。

（2）
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
〈
資
料
編
〉』
一
・
廬
山
寺
本
（
原
本
写
真
版
、
二
九
～
三
〇
頁
、
文

化
書
院
、
一
九
九
九
）
参
照
。
尚
、
以
下
は
同
書
を
「
平
成
一
一
年
版
」
と
記
す
。

（3）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
八
八
～
九
〇
頁
）
参
照
。

（4）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
八
頁
）
参
照
。
訓
点
は
『
浄
全
』
四
・
二
二
九
上
等
を
参
考
と
し
た
。
以
下
、
同
内
容
の
出

典
註
は
省
略
す
る
。

（5）
兼
岩
和
広
「『
選
択
集
』
の
成
立
史
的
研
究
」
付
録
資
料　
「
廬
山
寺
本
」
翻
刻
（
二
〇
五
頁
、国
立
国
会
図
書
館
蔵
、二
〇
〇
三
）
参
照
。

（6）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
八
頁
）。
訓
点
は
『
昭
法
全
』
三
四
五
を
参
考
と
し
た
。

（7）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
八
頁
）。

（8）
基
本
的
に
異
体
字
は
正
字
体
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
翻
刻
資
料
の
作
成
に
あ
た
り
「
平
成
一
一
年
版
」

（
翻
刻
、
九
八
頁
）、
並
び
に
前
掲
註
５
兼
岩
氏
論
文
付
録
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
を
参
考
と
し
た
。

（9）
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
編『
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
』四（『
集
諸
経
礼
懺
儀　

巻
下
』一
二
二
頁
、

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇
）
等
参
照
。

（10）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
一
一
〇
頁
）
参
照
。

（11）
岸
一
英
「
金
剛
寺
蔵
『
選
択
集
』
上
・
下
解
説
」（
落
合
俊
典
『
金
剛
寺
一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究　

二
〇
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研
究
成
果
報
告
書
』
一
、三
九
三
～
四
〇
八
頁
、
高
山
、
二
〇
〇
七
）
等
参
照
。

（12）
『
浄
全
』
七
・
五
四
七
上
、並
び
に
上
田
良
準
「『
選
択
集
』
草
稿
本
第
三
筆
は
西
山
上
人
証
空
」（『
西
山
学
報
』
三
二
、一
～
二
四
頁
、

一
九
八
四
）
参
照
。

（13）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
一
七
頁
）。

（14）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
二
七
頁
）。

（15）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
七
五
頁
）。

（16）
尚
、
二
行
に
渡
っ
て
引
か
れ
て
い
る
縦
線
は
墨
色
が
本
文
の
文
字
や
他
の
縦
線
と
比
較
し
て
薄
い
よ
う
で
あ
る
。

（17）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
八
七
頁
）。

（18）
拙
稿
「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
お
け
る
法
然
上
人
に
よ
る
推
敲
―
第
十
二
章
段
に
お
い
て
見
せ
消
ち
さ
れ
た
寿
観
二
経

説
示
前
後
論
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
七
、
所
収
予
定
）
参
照
。

（19）
尚
、
本
節
で
は
代
表
的
な
先
行
研
究
の
み
整
理
を
行
っ
た
。
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

（20）
兼
岩
和
広
「『
選
択
集
』
の
成
立
史
的
研
究
」（
四
八
一
～
四
九
六
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（21）
石
井
教
道
『
選
択
集
全
講
』（
第
二
「
序
」
二
頁
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
九
／
二
〇
〇
〇
）。

（22）
前
掲
註
21
石
井
氏
著
作
参
照
。

（23）
前
掲
註
20
兼
岩
氏
論
文
四
八
五
頁
。

（24）
深
貝
慈
孝
「
法
然
上
人
と
『
観
念
法
門
』
―
特
に
現
世
利
益
に
つ
い
て
―
」（『
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念　

法
然
上
人
研
究
』

二
九
五
～
三
一
九
頁
、
隆
文
館
、
一
九
七
五
）
参
照
。

（25）
前
掲
註
24
深
貝
氏
論
文
三
一
八
頁
。

（26）
藤
堂
恭
俊
・
永
井
隆
正
・
明
石
和
成
「
法
然
上
人
に
お
け
る
善
導
教
学
の
受
容
と
そ
の
展
開
―
と
く
に
『
法
事
讃
』・『
観
念
法
門
』

の
受
容
と
展
開
に
関
す
る
基
礎
資
料
に
つ
い
て
―
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
二
六
、六
七
～
八
二
頁
、
一
九
八
〇
）
参
照
。二

一
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（27）
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
七
頁
。

（28）
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
七
頁
。
尚
、
引
用
に
際
し
て
文
章
表
現
を
一
部
訂
正
し
た
。

（29）
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
七
頁
。

（30）
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
七
頁
。
尚
、
引
用
に
際
し
て
文
章
表
現
を
一
部
訂
正
し
た
。

（31）
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
八
頁
。

（32）
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
八
頁
。

（33）
東
大
寺
講
説
「
三
部
経
釈
」
の
中
で
後
に
所
謂
、
広
本
『
選
択
集
』
か
ら
文
章
が
挿
入
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
除
い
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
岸
一
英
「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念　

浄
土
宗
典
籍
研
究　

研
究
篇
』
一
〇
三
～

一
三
九
頁
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
）
等
参
照
。

（34）
『
昭
法
全
』
一
〇
四
。

（35）
『
昭
法
全
』
一
二
二
。
尚
、
浄
土
宗
宗
典
研
究
室
編
『
寛
永
・
承
応
・
正
徳
三
版
対
照
観
無
量
寿
経
釈
』（
佛
教
大
学
蔵
、
私
家
版
）

所
収
の
影
印
資
料
に
基
づ
き
、
本
文
と
訓
点
を
一
部
訂
正
し
た
。

（36）
『
昭
法
全
』
一
五
三
～
一
五
四
。
尚
、浄
土
宗
宗
典
研
究
室
編
『
寛
永
・
承
応
・
正
徳
三
版
対
照
阿
弥
陀
経
釈
』（
佛
教
大
学
蔵
、私
家
版
）

所
収
の
影
印
資
料
に
基
づ
き
、
本
文
と
訓
点
を
一
部
訂
正
し
た
。
ま
た
、「
善
本
」
古
本
『
漢
語
灯
録
』
所
収
『
阿
弥
陀
経
釈
』（『
昭

法
全
』
一
四
〇
～
一
四
一
）
も
文
意
は
同
じ
で
あ
る
。

（37）
『
昭
法
全
』
二
三
四
。
尚
、『
浄
全
』
一
・
一
八
八
上
に
基
づ
き
、
訓
点
を
一
部
訂
正
し
た
。

（38）
『
昭
法
全
』
二
三
七
。
尚
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
写
本
集
成
』
１
（
一
五
七
頁
、
浄
土
宗
、
二
〇
一
一
）
所

収
の
影
印
資
料
に
基
づ
き
、
本
文
と
訓
点
を
一
部
訂
正
し
た
。

（39）
『
浄
全
』
一
・
四
三
～
四
四
、
並
び
に
『
浄
全
』
一
・
四
六
。

（40）
『
浄
全
』
四
・
三
七
五
下
～
三
七
六
上
。

二
二
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（41）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
九
頁
）
参
照
。

（42）
『
浄
全
』
一
・
五
四
、
並
び
に
『
浄
全
』
一
・
五
五
。

（43）
『
正
蔵
』
五
七
・
六
八
一
上
、
並
び
に
『
正
蔵
』
五
七
・
六
八
一
上
～
中
。

（44）
『
浄
全
』
一
・
一
八
八
上
。

（45）
『
続
浄
』
四
・
五
下
。

（46）
詳
し
く
は
本
稿
第
三
節
末
尾
の
整
理
を
参
照
。

（47）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
七
上
。
訓
点
は
『
浄
全
』
四
・
二
三
三
上
を
参
考
と
し
た
。

（48）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
七
上
。

（49）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
二
一
頁
）。

（50）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
七
上
。

（51）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
三
五
頁
）。

（52）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
五
上
～
中
。

（53）
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
〈
資
料
編
〉』
五
・
禿
庵
文
庫
本
（
翻
刻
、
一
九
頁
、
文
化
書
院
、

一
九
九
九
）。

（54）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
四
九
頁
）。

（55）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
八
上
。

（56）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
五
～
九
六
頁
）。

（57）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
五
上
。

（58）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
九
頁
）。

（59）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
五
中
。

二
三
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（60）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
）。

（61）
『
正
蔵
』
四
七
・
二
五
下
。

（62）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
一
〇
〇
頁
）。

（63）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
四
八
～
四
九
頁
、
九
八
頁
）
参
照
。

（64）
尚
、「
廬
山
寺
本
」
第
十
五
章
段
の
引
文
『
往
生
礼
讃
』
に
は

若
シ

称
シレ
テ

仏
ヲ

往
生
ス
ル

者
ハ

常
ニ

為
メ二
ニ

六
方
恒
沙
等
ノ

諸
仏
ノ一

之
所
ル二
ル
ガ

護
念
セ一

故
ニ

名
ク二

護
念
経
ト一
。

今
既
ニ

有
リ二

斯
ノ

増
上
ノ

誓
願
ノ

可
キ一

レ
憑
ム
。

諸
ノ

仏
子
等
何
ソ

不
ルレ
ヤ

励
レ
意
ヲ

者
也
（「
平
成
一
一
年
版
」
原
本
写
真
版
、
九
八
頁
、
訓
点
は
『
昭
法
全
』
三
四
六

参
考
）。

と
「
増
上
」
の
語
句
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
を
法
然
は
『
浄
土
宗
略
抄
』
に
お
い
て

又
い
わ
く
、
弥
陀
を
念
し
て
往
生
せ
ん
と
お
も
う
も
の
は
、
つ
ね
に
六
方
恒
沙
等
の
諸
仏
の
た
め
に
護
念
せ
ら
る
。
か
る
か
ゆ

え
に
護
念
経
と
な
つ
く
。
い
ま
す
て
に
こ
の
増
上
縁
の
誓
願
の
た
の
む
へ
き
あ
り
。
も
ろ
〳
〵
の
仏
子
等
、
い
か
て
か
心
を
は

け
ま
さ
ら
ん
や
と
い
え
り
（『
昭
法
全
』
六
〇
四
）。

と
解
釈
を
交
え
て
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
往
生
礼
讃
』の
原
文
は
厳
密
に
言
え
ば「
増
上
縁
」で
は
な
く
、「
増
上
」で
あ
る
。
更
に
、

「
廬
山
寺
本
」
内
に
お
い
て
は
『
往
生
礼
讃
』
の
こ
の
箇
所
が
「
増
上
縁
」
で
あ
る
と
は
一
度
も
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、

『
浄
土
宗
略
抄
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
『
選
択
集
』
撰
述
の
後
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
え
て
、こ
の
『
往

生
礼
讃
』
の
「
増
上
」
の
語
句
は
「
勝
れ
た
」「
強
い
」
の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
内
藤
昭

文
「
増
上
縁
に
つ
い
て
（
一
）
―
そ
の
意
味
と
宗
学
上
に
お
け
る
理
解
に
つ
い
て
―
」（『
教
学
研
究
所
紀
要
』
六
、九
九
～
一
三
一
頁
、

一
九
九
八
）、
並
び
に
内
藤
昭
文
「
増
上
縁
に
つ
い
て
（
二
）
―
そ
の
意
味
と
背
景
に
つ
い
て
―
」（『
教
学
研
究
所
紀
要
』
七
、五
七

～
八
四
頁
、
一
九
九
九
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（65）
「
平
成
一
一
年
版
」（
原
本
写
真
版
、
四
八
～
四
九
頁
）。
訓
点
は
『
昭
法
全
』
三
二
七
を
参
考
と
し
た
。

二
四
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（66）
『
浄
全
』
二
・
二
上
。

（67）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
二
（
一
八
五
～
二
二
一
頁
、山
喜
房
仏
書
林
、二
〇
一
四
）
等
を
参
考
と
し
た
。

（68）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
林
田
康
順
「
法
然
に
お
け
る
来
迎
思
想
の
展
開
」（『
鳳
翔
学
叢
』
七
、六
三
～
八
三
頁
、
二
〇
一
一
）
等
を
参

考
と
し
た
。

（69）
寛
永
九
年
版
『
無
量
寿
経
釈
』（『
昭
法
全
』
七
七
～
七
八
）
や
寛
永
九
年
版
『
阿
弥
陀
経
釈
』（『
昭
法
全
』
一
四
九
）、「
善
本
」
古
本
『
漢

語
灯
録
』
所
収
『
阿
弥
陀
経
釈
』（『
昭
法
全
』
一
三
五
）、「
善
本
」
古
本
『
漢
語
灯
録
』
所
収
『
逆
修
説
法
』
第
五
七
日
（『
昭
法
全
』

二
六
七
）、「
善
本
」
古
本
『
漢
語
灯
録
』
所
収
『
浄
土
宗
略
要
文
』（『
昭
法
全
』
四
〇
〇
）、『
正
如
房
へ
つ
か
わ
す
御
文
』（『
昭
法

全
』
五
四
一
～
五
四
二
）、『
御
消
息
』（『
昭
法
全
』
五
八
二
）、『
浄
土
宗
略
抄
』（『
昭
法
全
』
五
九
二
）
等
に
も
『
観
念
法
門
』
の

説
示
を
踏
ま
え
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
何
れ
の
箇
所
に
お
い
て
も
「
…
増
上
縁
」
の
文
章
に
つ
い
て
は
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
註
26
藤
堂
氏
他
論
文
七
六
～
八
〇
頁
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（70）
『
往
生
大
要
抄
』（『
昭
法
全
』
六
〇
）、並
び
に
寛
永
九
年
版
『
観
無
量
寿
経
釈
』（『
昭
法
全
』
一
二
二
）、『
三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
』

（『
昭
法
全
』
四
四
八
）
等
に
は
増
上
縁
に
関
す
る
内
容
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、主
に
『
観
経
疏
』
を
典
拠
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

凡
例

一
、
塗
り
つ
ぶ
し
は
推
敲
跡
、〔　

〕
は
補
筆
、
…
は
省
略
、｛　

｝
は
割
註
を
示
す
。

一
、
句
読
点
を
一
部
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
の
漢
字
表
記
や
合
略
仮
名
、
踊
り
字
は
基
本
的
に
カ
タ
カ
ナ
へ
改
め
た
。

一
、
表
中
の
訓
点
は
省
略
し
た
。

一
、『
和
語
灯
録
』、『
拾
遺
和
語
灯
録
』
所
収
の
法
然
遺
文
は
「
元
亨
版
」
を
使
用
し
た
。

二
五


